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序文
和水町教育委14会では、埋蔵文化財lii蔵地内での井同住宅建設:I:少に伴う発掘調夼を灾施いたしました。 

Mi地は、測訪拟台地のt央北東部に位Hし、弥生時代から山•墳時代にかけての大規模染落地として知られ 

ています。今丨"丨調作いたしました結果、弥卞時代後期の住居跡が出丨•.しました。

本報告沓が多方血に]!つて広くご活川いただけることを心から願っております。調作にあたって、多大な 

ご協力とご理解をいただきました取業荷の石原博光氏はじめ関係各位の皆様に厚くお礼中しヒげます。
平成21年3】]3111

和水町教台委員会教汽M相澤紘ー

県
和水町管内図

命
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調査の概
はじめに

_訪原遺跡は熊本揋丨(名郡和水町大字江III •原ロに位置し、_訪原台地（東四400m •南北800m)に分 

布する遺跡で、弥生時代後期の大規模集落として注目されている。また、鼸訪拟台地にはいろいろな遺跡が 

点在している。台地北端に前原畏溝盥梢群があり、台地西端の中央と南側に札木戤棺群、馬場堂ノ上甕棺群 

がある。3ヶ所とも弥生時代後期の盥扪胙である。そして台地中央部にはA代沿路の江丨丨丨駅跡推定地があり、 

台地南端には県指定史跡の占琐などが点在している。

調査の経緯

周知の埋蔵文化財包蔵地1ノ、】での民問開発（丼同住宅建設工事）を火施するため、_jf業#から文化財保護法 

第93条第1項の規定により)ni出（、ド成20年21129丨こ丨付）があった。和水町教尙委fl会で当地の確認調査を実 

施した（同年3J11丨円）結米、開発地内には遺跡が含まれると判断し、讲業荇と協議したうえで発掘調査を 

実施する契約を交わした（M¥4)ll丨日付）。調査地は開発される和水町脱丨1798 • 8丨4番地である。発掘 

調査は平成20年（2008) 4パ21111から開始し、同年6月26日に終了した。調査の主な結果、798番地の1 

ぼ画（束側）から弥生時代後期の住居跡が1蕋と土坑4基、同地の2K画（西側）から弥生時代後期の住居跡 

1基と縄文時代の土坑1坫、8丨4游地の3ぼ刚からは弥生時代後期の住居跡5越とh坑3基が確認された。

調査の組織

調杏主体 和水町教育委n会

調査責任者 相澤紘ー (教育長)

調查者 益永浩仁 (総合教育課文化係参事) 、居石裕由（総合教育課文化係参取)

調査舉務局 宮地宰户 (総介教ff課M)、黒m裕司（総合教育課文化係M)

調沓作業員 石职陴光、 (美智子、li原一廣、 谷崎千叫、谷崎ヨシエ

幣理作業員 赤星ひとみ

埋蔵文化財保護の手引き
一周知の埋蔵文化財包蔵地における建築•土木工事等を行ろ場合一

① 事前協議【予定している述築•土木工事等の計画を聴き、今後の対芯を協議する】

② 賴出【文化財保_法第93条丨項に基づく届出が必要（事業着手の6011前）】

③ 試掘•確認調迸【阵該地の遗跡の有無や内容の把握を行う調班】

④ 協議【試掘•確認調夼の「イnの埸合は現状保存のための設計変itiが"丨能かどうか、記録保存の 

ための発侃調作をするかを協議する。「無」の埸合は、丨:'ル'rr】

⑤ 発掘調査【卞業#と調夼K体者の問で契約が成立した段階で、文化財保護法第92彔第1項の発掘 

調査の如出をMへ捉出（調汽問始の30丨丨前）し、発掘調査を火施する】
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■ 3区画（33.5m x 1 〇.〇m)
出土遺構は、住居跡5(3号〜7け）、丨:坑3(5号〜7切、ピット多数



■1号住居跡
來两5.66m、南北5.58m、逝梆而からの深さ丨8cm。阐锻來側に 
拡張して人门を設けている。

yrnmiiiiiiirimimmwt
■ 3号住居跡
調迕Kの西側にあり、南側はかく乱のため不明。供西4.80m、 
南北3.30m(現存M>。迫構而からの深さ丨6cm。

TMmw「「iTM^

■ 5号住居跡
調杏区の中央部南側にあり、6け住W•跡ときり合っており、南 
側は調;ft K外に延びているため+明。Jli沔3.86m、南北2.30m 
(確認K)。逍描而からの深さ丨0cm。
■ 6号住居跡
綱赍区の中央部商側にあり、ほとんど撊作区外のため金容はイヾ 
IIJJ。m叫2.50m (現存長）、尚北丨.00m (確認il>。逍梆而からの 
深さ15cm。

■ 4号住居跡
調饩丨式の中央部北側にあり、|«側はかく乱のため不丨丨』丨。JIT叫 
4.85m、南北3.00m (現む:以>。迫描而からの深さ15cm。

MmrnmM

■ 2号住居跡
脚？t区西側にあり、2/3は調作区外のため未発掘。東两丨.45m 
(確認、南北4.00m。迫梆ift{からの深さ10cm。

■ 7号住居跡
湖作KのUi側にあり、北側1/2と坩_ •部は調査丨ネ:外のため 
全咨は不明。*m5.4Om (確認K)、南北3.10m (確認艮 >。迫冊 
而からの深さ24cm。東側に南北に沿ってベット状遗梆が設け 
6れている。
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3甕底部
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調査写真

^ ゼべ•ニ」，習^^"?

1区画 1区画1号住居跡 2区画2号住居跡

ぎ.'- 

一

•*，' •

3区画4号住居跡 3区画4号住居跡 3区画7号住居跡

■

2区画4号土杭 2区画4号土杭

3区画4号住居跡(硬化面） 3区画4号住居跡内出土土器 3区画ピット内土器

3区画ピット内出土土器状況 3区画ピット1

；-
3区画ピット3 作業風景 作業風景

現場から見た北側 ジョッキ形土器 埦形土器■甕の底部

2区画2号住居跡

3区画7号住居跡

3区画4号住居跡

3区画ピット内土器断面

3区画ピット2

実測風景

石器（磨石、石錘)
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まとめ

今回の調査区は調訪原遗跡の中央束端に位置し、中核をなすものは弥生時代後期から占墳時代にかけての 
集落跡である。調査で検出された遗構は、弥生時代後期の竪穴住居跡7甚、縄文時代の土坑1基、その他ピ 

ットで遺物は弥生•縄文土器^•等が出土した。
竪穴住居跡は全7越のうち、1けua<;•跡が企掘、2号• 5号• 6号住居跡は人'丨':が調件区外であったが、一 

辺（約4m)の規模から推祭すると小规校である。3号• 4号件:居跡の南側はかく乩により確認できなかった 

が、1辺（約4.8m)で形•主軸方位とも同じ形状をしている。7号住居跡もT:分が調査区外であったが、ベ 

ッ卜状遺構が検出されている。住屈跡の大きさを考えると、小規模（一辺が4.0〜4.8m前後）の2 • 3 • 4 • 

5 • 6号住居跡、中規模（一辺が5.5m前後）の1号住居跡、ベット状遺構を持つ7り•住M跡の3種類に分類す 

ることができる。

縄文時代の遺構遺物は、調査2地区で確認された十.坑1基（3.04m xi.22m、0.56m)で、内部から縄文 

上器片2点、石器丨点や焼けた“が出丨•.し、また坑底部北側より焼丨•.を検出した。調作3地Kの束側の一部に 

縄文時代の包含層が残っており、土器片や石器片等が出土したが、遺構はなかった。調裔3地区は西から東 

へ地山が傾斜していたため、深い的に包含Wが存枉したと考えている。

今回の調査は、遗跡の範囲が非常に広い調訪原遗跡の中で、中央部柬端の一部を調査した結果、密集した 
状態ではなかったが、fK店跡を検出することができた。謝訪原台地企体に住W跡が俘在することから、台地 

上に複数の集落が形成されていたと芩える。

本遗跡がある調訪原台地の広範囲において、近年各種開発等により調査例が垧えてきている。全容は未だ 

不叨な状況のなか、これまでの調.作.結米を踏まえた検討や今後の調代により你々にその伞咨を明らかにして 

いくことが今後の課題である。
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書名 調訪原遛跡

副書名 共同住宅建設工事に伴ラ埋蔵文化財発掘調査

シリーズ名 和水町文化財調査報告第4集

編著者名 益永浩仁

編集機関 和水町教育委員会

所在地 熊本県玉名郡和水町江田3886

発行年月日 平成21年3月31日

ふりがな
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡 所在地

すわのはるいせき
調訪原遺跡

くまもとけんたa•なぐん
熊本県玉名郡なごみまちはらぐち
和水町原ロ

32度
58分57秒

130度
36分29秒

平成20年4月21日から

平成20年6月26日まで
650m2 共同住宅建設

遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

調訪原遗跡 集落
縄文時代
弥生時代後期

土坑
竪穴式住居

石器（磨石、石錘）
ジョッキ形土器、埦形土器 
脚台付S

和水町义化财調作報彳リ-M%

調訪原遺跡
平成21年3jj31||
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